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読書を通して、心と頭に栄養を。 

副校長 河村 淳司 

 

少しずつ秋の深まりを感じる季節になりました。とは言うものの、夏を思わせるような暑

い日があったかと思えば、コートを着なければ寒く感じる日もあり、安定しない天気が続い

ています。１０月２３日(月)は、台風２１号の接近・通過のため横浜市内の小中学校が休校

となりました。秋にしては珍しく先週末にも次の台風が通り過ぎていきました。  

各地の自然災害の被害の様子を見聞きするたびに、他人事と考えず、もし自分の周りで起

きたならばどうするか考えさせられます。自助、共助、公助と言いますが、まずは、自らを

守るための術を身に着けていなければと改めて感じます。  

さて、秋と言えば、スポーツの秋・行楽の秋・芸術の秋・そして読書の秋…と様々な秋が

形容されますが。１０月２７日(金)より二週間、「秋の読書週間」が全国で行われます。  

本校でもその始まりとして、２７日(金)に図書委員会の児童が担当の大谷教諭、七呂学校

司書の指導のもと、体育館で「秋の図書集会」を

行いました。 

プレゼンテーションソフトを活用しながら進め

られた「おばけパーティ」の本の読み聞かせには、

全校が集中して聞き入り、次の図書クイズでは、

みんなで大いに盛り上がっていました。そして、

これからの「秋の読書週間」での活動についての

説明がありました。来週からは、読書ゆうびん・

スタンプラリー・６年生による１年生への読み聞

かせ・読書ボランティアの本の木さんと先生方による全校読み聞かせ、そして、栄図書館の

司書の方によるブックトークとたくさんの取り組みが予定されています。秋は日の暮れるの

が早いので、好きな本を一冊見つけてゆっくりと読んで、豊かな心を育てる素敵な言葉を増

やしたり、心の栄養を養ったりしてください。そして、これからの自分の言葉や文章の表現

にも役立てられるといいと思います。本校でもこの週間に限らず、読書活動の充実を図り、

子どもたちの思考力・想像力・活用力・言語能力の育成と伝え合う力を身につけられるよう、

全校で取り組んで参りたいと存じます。  

  また、今月は、市小学校体育大会、区球技大会、市球技大会、区音楽会、こころの劇場の

観劇などのスポーツ・音楽・芸術イベントも行われます。心おきなく、スポーツの秋、芸術

の秋も満喫してほしいと願っています。  

１０月２８日の土曜参観日には、台風の影響による降雨の中、多くの保護者・地域の方の

ご参観をいただきありがとうございました。また、親子レクリエーション大会や親子携帯教

室への参加もありがとうございました。配布されたアンケート用紙には、授業等を参観され

てお気づきのことや感想を記入し、お子様に持たせていただくか、職員室前のポストに投函

してくださいますよう、よろしくお願いいたします。  


